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２０１１年３月１７日 

日 本 原 燃 株 式 会 社 

 

東北地方太平洋沖地震による当社各施設の状況及び対応について 

 

本日、青森県に対して以下のとおり報告しましたので、お知らせします。 

 

１．地震による当社設備への影響 

2011 年 3 月 11 日（金）14 時 46 分頃に発生した東北地方太平洋沖地震に

よる当社施設への影響は、各施設の点検の結果、現在、設備に異常はなく、

各施設の安全上重要な機器は全て起動中であり、商用電源（外部電源）にて

運転を行っている。 

また、各施設周辺の放射線量は、平常の値と変わっていない。 

 

①当社施設への影響 

当社再処理施設構内の観測記録は、分離建屋*において地震動約 37gal

（ガル）で、基準地震動 450gal に基づいた設計値に比べて十分小さいも

のであり、「運転予備用ディーゼル発電機への重油供給配管からの漏えい」

や「使用済燃料受入れ・貯蔵建屋におけるプール水の漏えい」はあったも

のの、当社建物および施設に対する地震による大きな影響はない。 

※分離建屋の観測記録は、再処理事業所の地震観測における中央地盤の

記録として、自主観測の保安院報告用としている。 

 

②地震発生後の対応状況 

当社では、地震発生後、ただちに社長を筆頭とする全社対策本部を設置

し、当社施設の点検ならびにモニタリング状況などの確認を行い、社外関

係機関に情報発信するとともに、ホームページ等で公表を行っている。 

 

③電源関係の受電状況 

・３月１１日（金）１４時４６分 地震発生に伴い、再処理工場、高レ

ベル放射性廃棄物貯蔵管理センター、ウラン濃縮工場の外部電源が喪

失。これに伴い、各施設ともに非常用電源により給電。 

・３月１３日（日）２２時２２分 使用済燃料受入れ・貯蔵施設を除く

再処理工場の保安上必要な電源を非常用電源から商用電源へ切り替え。 

・３月１４日（月）１５時１２分 ウラン濃縮工場、非常用電源から商

用電源に切り替え。 

・３月１５日（火）５時１０分までに、再処理工場の保安上必要な電源

については、すべて非常用電源から商用電源に切り替え。 
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・３月１５日（火）１０時０３分、低レベル放射性廃棄物埋設センター、

商用電源へ切り替え。 

・３月１５日（火）１１時２５分までに、高レベル放射性廃棄物貯蔵管

理センターの保安上必要な電源については、すべて非常用電源から商

用電源に切り替え。（すべての非常用電源が商用電源に復旧済み） 

 

④津波の評価 

 ・再処理工場の敷地は標高約５５ｍであることから、津波により施設の安

全機能に重大な影響を与える恐れはないと評価※し、昨年１２月に国か

らも認められている。 
  ※「発電用原子炉施設に関する耐震設計審査指針」等の改訂に係る耐震

安全性評価報告～地震随伴事象～による報告 

 

２．現在の各施設の状況（３月１７日１０時００分現在） 

 

【再処理工場、高レベル放射性廃棄物貯蔵管理センター】 

（設備の状況） 

〇非常用電源から外部電源へ切替え。 

・第１非常用電源から外部電源に切替え完了。 

（Ａ：３月１５日２：３３、Ｂ：３月１５日５：１０） 

・第２非常用電源から外部電源に切替え完了。 

（Ａ：３月１３日２１：０２、Ｂ：３月１３日２２：２２） 

・運転予備用電源から外部電源に切替え完了。（３月１３日１９：５６） 

・高レベル放射性廃棄物貯蔵管理センターについては、運転予備用電源

から外部電源に切替え完了。（３月１５日１１：２５） 

〇建屋の換気設備 

・安全上重要な建屋の換気設備 運転中 

・非安重建屋の換気設備 運転中 

・高レベル放射性廃棄物貯蔵管理センター 収納管排気設備 運転中 

〇設備に異常なし 

〇一般ユーティリティ 

・運転中：運転予備用空気圧縮機、運転予備用冷却水、一般圧縮空気、

一般冷却水（３月１４日１４：３０ポンプ起動） 

 

（放射線の状況） 

〇主排気筒モニタ   異常なし 

〇モニタリングポスト 異常なし 

〇エリアモニタ    異常なし 
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〇換気筒モニタ    異常なし 

〇ダストモニタ    異常なし 

 

（その他） 

〇排気筒の航空障害灯・原子力灯 復旧 

〇使用済み燃料受入れ・貯蔵施設の使用済燃料貯蔵プールまわりに約６０

０リットルのプール水が溢水。ただし、管理区域外への漏えいはなし（エ

リアモニタ、ダストモニタ異常なし）（Ａ情報） 

〇使用済み燃料受入れ・貯蔵施設に給電するために３月１１日１４：４８

に起動した第１非常用 D／G（Ｂ情報）に関し、第 1 非常用ディーゼル

発電機Ａの停止（Ａ情報）に伴い、外部電源からの給電（３月１５日５

時１０分）を開始した。 

 

【濃縮施設】 

○ウラン濃縮工場 非常用電源を停止し、外部電源に切替え完了 

（Ｂ：３月１４日１４：２３、Ａ：３月１４日１５：１２） 

○施設に異常なし 

 

【埋設施設】 

○外部電源に切替え完了（３月１５日１０：０３） 

○施設に異常なし 

○低レベル放射性廃棄物の輸送作業については、低レベル放射性廃棄物を

積載の輸送車両２台敷地内の安全な場所に移動し、低レベル廃棄物管理

建屋へ受入れ終了（３月１５日１６：５０） 

 

【その他の情報】 

○東京電力福島原子力発電所への支援 

（３月１３日） 

・放射線モニタリング対応支援のため１０名の社員を現地に派遣 

・医療支援のため当社産業医１名を現地本部に派遣 

（３月１４日） 

・スクリーニング支援のため９名の社員を現地に派遣 

（３月１５日） 

・福島県小野町民体育館にて、派遣要員によるスクリーニング作業を実施 

・福島県のＪビレッジにて、当社産業医による医療支援活動を開始 

（３月１６日） 

 ・福島県男女共生センター（二本松市）にて、スクリーニング作業を実施 

・田村市内にてモニタリングカーによる環境モニタリングを実施 

・ 住民移動用車両のサーベイおよび運転手のスクリーニングを実施 
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（３月１７日） 

・現地支援のため新たに１２名の社員を派遣（合計３１名） 

○東京電力本店への技術支援 

（３月１４日） 

 ・技術支援のため社員２名を派遣 

（３月１５日） 

 ・支援要員１名を追加派遣  

以 上 
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（参考） 

再処理工場の使用済燃料貯蔵施設の安全対策 

１．原子力発電所と当社工場の違い 

①原子力発電所で発電に使用し終わった直後の燃料と当社工場に貯

蔵している使用済燃料では、原子炉から取り出した後、水の中で冷

やしている期間が大きく異なります。 

②当社工場で貯蔵している使用済燃料は、原子力発電所で十分に冷や

され、輸送できる状態になった後に運ばれてきています。 

③また、当社工場に運ばれてきた後もプール水で冷やされております。 

④当社の工場は、海岸から５ｋｍ以上離れた、標高５５ｍの台地にあ

ります。 

 

２．設備のバックアップ 

①当社工場の貯蔵プール内で燃料を冷却するためにプールの水を冷

やす設備を持っており、この設備は故障した場合を考慮したバック

アップを持っており、運転している設備が故障した場合にはバック

アップの設備に切り替わります。 

②また、プールの水を補給するための設備（約５００㎥）についても

故障した場合を考慮したバックアップを持っています。 

 

３．電源の確保 

①地震の際に外部からの電源が止まった場合には、非常用のディーゼ

ル発電機により電気を供給できるようになっています。 

②今回の地震においても、外部からの電気の供給が完全に停止しまし

たが、非常用のディーゼル発電機が起動し、安全を確保するために

必要な設備に電源を供給しました。（現状、非常用のディーゼル発

電機の燃料は 1ヶ月程度確保している） 

③今回、福島の原子力発電所では、地震の後の津波により非常用の電

源による供給も停止したとのことですが、当社の工場は、標高約５

５ｍの台地で海岸からの距離も５ｋｍ以上離れているという立地

条件から津波の影響を受けることは考えられません。 
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４．電源が停止した場合の対応 

①万一、電源が停止した場合のプールへの水の供給方法としては、当

社所有の可搬式の消防ポンプ（３台）、消防車（２台）により、消

火用貯水槽（約 900 ㎥）、防火水槽（約 40ｍ3×38 基）、貯水槽（約

10,000ｍ3）から供給するという方法も準備しています。 

 

 

以 上 
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再処理工場原子力発電所 

原子炉 貯蔵プール 貯蔵プール

（約１０，０００ｍ3）
※プール水温度：室温程度

十分に冷却してから
輸送（1 年以上）

冷却系 冷却系

非常用ディーゼル発電機
（２台）

補給水

（約５００ｍ3）

外部からの電源が無 
くなった場合でも電源 
確保が可能

万一の故障を考慮して
バックアップ有り

外部からの電源が無く
なった場合でも電源確保
が可能

防火水槽

（４０ｍ３ ×３８基）
貯水槽

（約１０，０００ｍ３）

可搬式ポンプ車：３台
消防車：２台

消火用貯水槽

（約９００m3）


